　　　　　　　　　　　　区域の設定について　　　　　　　　　資料２
１．概　要
子ども・子育て支援事業計画策定に当たっては、幼児期の学校教育・保育・地域の子育て支援について、「量の見込み」・「確保方策」を設定する単位として区域を定めることとなっている。国で定める基準は、地理的条件、交通事情その他の社会的条件、現在の教育・保育の利用状況、整備状況その他地域の実情を勘案したものとされている。
２．区域の設定（案）
　本市の場合、地理的条件、学校の配置状況から次の案が考えられる。
	案１
	小学校区に基づいた区域設定
例：６区域（一小（浦戸二小を含む）、二小、三小、月見小、玉小、杉小）

	案２
	本市を一つの区域とする設定



《区域の設定に当たって考慮する点》
・保育所（園）入所にあたっては、市域が狭いこと、また、保護者の職場への通勤経路上の施設を利用すること等から、市内全域で入所施設を調整している状況にある。
・国が示す待機児童の定義の中では、斡旋する保育所（園）は通常の交通手段により自宅から２０分から３０分未満で登園が可能なことと定められている。
・保育・教育及び子育て支援の需要量の推計を行うにあたっては、調査結果の信頼度の精度（９５％）を保つために、１区域において３５０人以上の有効回答者数が必要。
・人口８０万人の市で８区域を設けるという事例があり、１区域の人口が１０万人程となっている。
（参考）小学校区からみた保育所（園）児童の居住状況　　　　　　　　　　　　　　（人）
	保育所（園）
	学　区
	所在する
学　区
	隣接する
学　区
	その他の
学　区
	合　計

	香津町保育所
	第一小
	２６
	３５
	０
	６１

	さかえ保育園
	月見ヶ丘小
	３４
	２６
	１
	６１

	藤倉保育所
	第二小
	５８
	３８
	３
	９９

	北浜保育園
	第二小
	３４
	１６
	１１
	６１

	ひまわり保育園
	第二小
	３９
	２１
	１９
	７９

	東部保育所
	第三小
	３１
	２
	１０
	４３

	あゆみ保育園
	第三小
	６３
	１７
	１１
	９１

	玉川保育園
	玉川小
	５７
	１４
	３
	７４

	清水沢保育所
	月見ヶ丘小
	５６
	２０
	９
	８５

	新浜町保育所
	杉の入小
	３０
	５
	１０
	４５

	合　　　計
	４２８
	１９４
	７７
	６９９

	構成比（％）
	６１．２
	２７．８
	１１．０
	１００．０


